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 （浮世絵に描かれる北区） 東京開化三十六景 飛鳥山かわらけなげ （三代 歌川広重 明治７年) 

  表紙の浮世絵は太政官公園となった直後の飛鳥山を描いた作品です。遠くに筑波山を眺望し、右手の 

敷物の上では三味線の音曲で踊る人たち、崖際では二人の女性が土器（かわらけ）なげに興じています。 

崖下には農村が広がりますが、あと１０年足らずで製紙工場が煙を吐き、鉄道が敷設されて土器投げも姿 

を消して行きます。（北区飛鳥山博物館所蔵） 
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「超高齢化、人口減少社会」との向き合い方 

            王子労働基準協会支部 安全部会長  岡本  諭        

（株式会社 リーブルテック） 

 

 

会員の皆様におかれましては、平素より王子労働基準協会支部の運営にご理解とご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

昨今、急激な少子高齢化に直面している我が国では、労働力人口は年々勢いを増し減少に転じ、それに

加えバブル崩壊後の長期不況期において若年労働力を十分に採用してこなかったこと等が重なり、技能の

継承や人材確保のための対応を迫られる企業が多くなっています。 

こうした問題に対応するために、各企業は年齢、性別等関係なく誰もが意欲と能力に応じて柔軟に働け

る職場環境を用意することが急務となり、職場環境の整備や多様就業型ワークシェアリングの推進等、さ

まざまな取組が行われ、今まさにその変革を実施中という企業が多いと存じます。しかし実態としてはそ

れらの対策が急激な労働人口の減少スピードに追い付かず、人口減少のデメリットばかりが目に付く昨今

のように伺えます。 

 一方で人口減少におけるメリットに目を向けるとまた違った見え方ができる一面がございます。世界規

模でみると日本とは逆に人口急増があらゆる面で深刻な問題として取り上げられています。今すぐ人口増

加に歯止めをかけなければ、地球の機能自体が破壊される危機に直面しているわけです。環境機能という

視点で日本の人口減少を見れば、例えば一軒あたりの住居面積が広がったり、教育費負担が減少したり、

食糧やエネルギーの供給需要が軽減される等のメリットがあげられます。人口減少なら若者が失業する心

配もなくなります。高齢者が増えるからといって、必ずしも病人が増えるというわけではありません、健

康年齢が上がることで結果としてその分を労働人口に加えることができれば、経済への影響度が変わりま

す。 

日本における現在の制度モデルは、たとえ健康でも 60歳、65歳になったら仕事を引退し、年金を軸と

した生活を送るということが前提とされています。このモデルにしがみついている限り高齢化がポジティ

ブに好転することはありません。元気で長生きできることが素晴らしいと思える社会にするためにも、今

までの考え方、常識、ルールを一度リセットすることが必要です。 

超高齢化・人口減少を悲観的に捉えるのではなく、人口が減ることのメリットにも目を向け全く新しい

常識をつくっていく、それが未来を切り開く唯一の方法といえるのではないでしょうか。今の基準や常識

に囚われている限り好転は望めないのですから、速やかに「切り替える」ことが必要となります、私たち

の未来はこの「切り替える」ということに柔軟に対応できるか否かにかかっているのではないでしょう

か。 

 

 

 

 

巻頭言 
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◇ 令和６年度 全 国 労 働 衛 生 週 間 説 明 会 
    

 第７５回全国労働衛生週間 スローガン 

           「推してます みんな笑顔の 健康職場」 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度全国労働衛生週間説明会が、９月１０日

（木）北とぴあつつじホールにおいて王子労働基準監督

署、建設業労働災害防止協会東京支部北分会との共催で

開催され、約１８５事業場ほどの参加がありました。 

                          説明会冒頭、王子労働基準監督署、高橋署長は、本年

８月に公表された令和５年労働安全衛生調査の結果か

ら、「長時間労働対策に加えてメンタルヘルス対策の推

進が極めて重要であること、また、精神障害の認定事案

のうち約３割がセクハラ、パワハラ関連であることから

セクハラやパワハラ対策を進めていただくことも労災 

防止といった観点から極めて重要となっております。」次に、「職場における労働者の健康保持増進という課題に 

ついては、石綿や化学物質などの有害物質への暴露対策が大きなウエイトを占めておりましたが、労働災害を減 

らす上でメンタルヘルス対策の他、働き方改革への対応、労働者の高年齢化に伴う 

健康課題への対応、治療と仕事の両立支援、石綿による健康障害防止や化学物質の 

自律的管理への対応等、多岐にわたり現場のニーズの変化に対応した産業保健活動 

の体制や見直しが必要となって来ています。本日の特別講演と全国労働衛生週間実 

施要綱を参考にしていただき、創意工夫あるお取組みをお願いし、皆様方の職場が 

心の健康と身体の健康両方に取組む二刀流の健康職場となることを祈念致します。」 

等、の話がありました。 

続いて、王子労働基準協会支部、穂積衛生部会長からは職場環境の変化について 

「テレワーク、時差勤務の導入など働き方が多様化することで仕事とプライベート 

の境界が曖昧になることなどがストレスとなり、メンタルに悪影響を及ぼすことが増えてきています。自然環境

面ではコロナの感染拡大はいまだに周期的に繰り返されており、気象面でも昨年に続き記録的な暑さに見舞われ

熱中症へのリスクは年々高まっている状況です。また、化学物質管理も自律的な管理の方向に大きく転換し、重 

 
王子労働基準監督署 高橋署長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
王子労働基準協会支部 穂積衛生部会長 

 
王子労働基準監督署 

畠中第二方面主任監督官 

 
建設業労働災害防止協会東京支部 

北分会 石井副分会長  
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要な取組みとなっています。様々な環境変化から『どうやって身を守っていくか』ということになりますが、事

前にリスクを見積もって必要な予防、防護措置をとることが非常に重要となってきます。本労働衛生週間を契機

に皆様一人ひとりの安全と健康に対する意識を高め、職場環境を見直す良い機会にして頂きたいと思います。」

等の話がありました。 

続いて、建設業労働災害防止協会東京支部北分会、石井副分会長からは、本日の説明会の出席者並びに開催関

係者へのお礼の言葉を述べた後、「今日の説明会を有意義に活かし事業場における自主的労働衛生管理活動を推

進して頂ければと思います。」等の話がありました。 

○ 全国労働衛生週間実施要綱について 

      王子労働基準監督署 畠中 第二方面主任監督官 

   畠中二方面主任監督官からは、過重労働による健康障害防止対策、職場にお 

けるメンタルヘルス対策、女性の健康課題への取組み等、準備期間における実 

施事項及び労働衛生週間における実施事項について説明がありました。 

○ 労働衛生関係の法改正内容について 

      王子労働基準監督署 八尾 第二方面安全専門官 

   八尾第二方面安全専門官からは、化学物質管理の法改正に関連し、新しい化 

学物質管理の必要性、規制内容、規制改正の概要等の説明、及び、化学物質リスク 

アセスメントの必要性、リスクアセスメントに対する行政の支援体制等の説 

明がありました。 

○ 特別講演 「事業場におけるメンタルヘルス対策について」 

    東京産業保健総合支援センター 

     メンタルヘルス対策・両立支援促進員  根岸 純子 氏  

 根岸様からは「職場のメンタルヘルス対策」として、「３つの予防」「４つの 

ケア」の重要性について説明があり、「メンタルヘルス対策の具体的な進め方」 

「心の健康づくり計画の進め方」等、の話がありました。 

その他に、北地域産業保健センター猿山登録保健師から各種産業保健サー 

ビス等、施策のお知らせ、東京労働局渡邉雇用環境改善・均等推進指導官から 

職場におけるハラスメント対策について、また、ハローワーク王子企画調整部門川又統括職業指導官より、

ハローワークの各種施策お知らせとキャリアアップ助成金等各種助成金について説明がありました。              

 

                令和６年度第１回労務管理等実務講習会 
 

令和６年９月２４日、王子工業会館会議室に於いて第１回労務管理等実務講習会が王子支部、足立荒川 

支部、上野支部の３支部共催、並びに北産業連合会協賛で開催されました。 

 講師には王子労働基準監督署武田第三方面主任監督官、足立・荒川支部西海事務局長、に話をして頂き 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
王子労働基準監督署 

八尾第二方面安全専門官 

 
東京産業保健総合支援センター 

   根岸純子様 
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監 督 署 だ よ り  
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（ハローワーク王子だより） 

 
 

 



王子労基協会報                                   第２５８号（９） 

  

 
 

 



（１０）第２５８号                                  王子労基協会報                                   

 

. （地産保だより） 
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   会 員 事 業 場 紹 介 

 

事業場名  リョービ株式会社 東京支社 

      （本社は広島県府中市） 

所 在 地  東京都北区豊島５－２－８ 

事業内容  ダイカスト製品、建築用品、 

      印刷機器などの製造販売 

従業員数  東京支社：１４５名 

（グループ会社含む） 

      グループ全体：約７，５００名 

 

会社沿革 

 リョービは１９４３年１２月にダイカストメーカーとして出発し、独自の技術を培いながら、主に自動車

産業向けにさまざまな構成部品をつくり出しています。１９６０年代からは、ダイカストで培った技術と経

験を活かし、完成商品分野にも事業を展開。現在は、主力のダイカスト事業のほか、建築用品事業、印刷機

器事業の３つの事業を行っています。 

 企業理念「技術と信頼と挑戦で、健全で活力にみちた企業を築く。」のもと、企業の持続的な価値創造と

より良い社会の実現を目指し、社会的責任を果たすことを経営の基本としています。ともに働く社員のため

に、多様な人材の活用、能力を発揮しやすい環境の実現、安全で健康で活力ある働きやすい職場づくりを推

進しています。 

 

安全衛生の取り組み 

 「ともに高めよう！危険の感度と安全意識 ともに進めよう！心とからだ 

の健康づくり」のスローガンのもと、全社一丸となり安全衛生活動に取り組 

んでいます。特に労働災害は、本人だけではなく、同じ職場の仲間たちや家 

族も悲しい思いをすることになるので、絶対に起こしてはいけないという思 

いから、様々な取り組みを行っています。ただ、同じ活動を毎年行っている 

とマンネリ化することから、試行錯誤しながら新たな取り組みをしています。 

新たな取り組みとしては、社員の危険に対する感度を上げるため、ＶＲを 

使った疑似体験教育を行いました。普段体験できないような危険作業を、仮想空間の中で体験することで、不安

全行動によりもたらされる「恐さ」を体験してもらいました。 

 

健康維持のために適度な運動の習慣化が必要と考え、春と秋に 

約１カ月間のウォーキングキャンペーンを実施しています。 

１日平均の目標歩数を設定し、個人だけでなくチームで取り組む 

ことによってコミュニケーション向上も図っています。 

また、地域社会貢献の一環として、会社周辺の清掃活動を年間 

５回実施しています。 

これからも「心とからだの健康づくり」を目指して、安全衛生 

活動を積極的に推進していきます。 

 

リョービ株式会社 東京支社 

 
会社周辺の清掃活動 

 

 

 

 

VR 疑似体験教育 
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〇８月 

◆８・ ４ 会報第２５７号発行 

       （王子労働基準協会支部） 

◆８・２０ 第２回安全衛生合同部会 

       （王子労働基準監督署会議室） 

〇９月 

◆９・１０ 令和６年度労働衛生週間説明会 

       （北とぴあつつじホール） 

◆９・２４ 第１回労務管理等実務講習会 

       （王子工業会館会議室） 

◆９・２６ 第２回会報編集会議 

       （王子労働基準監督署会議室） 

   

 ○「石綿作業主任者技能講習会」のご案内 

  日時 令和６年１２月５日、６日 

  場所 王子工業会館２階会議室 

 受講のお申込は、当支部ホームページより申込書を

ダウンロードして、お申込下さい。 

 

王子労基協会報                                   第２５８号（１３） 

           協会だより８月～１０月の主な事業活動 

 

 

 

 

  

 

 

  

      

                         

  〇１０月 

◆１０・２４ 第２回正副支部長会議・幹事会 

       （王子工業会館会議室） 

 

 

 

 

編集後記                  総務部会 幹事  笠川 浩司 

                                                       （株式会社トンボ鉛筆） 

 

菊花の季節となりました。会員皆々様におかれましては、ますますご活躍のことと存じ上げます。 

今回、冬に気を付けたいウイルスにつきましてお話しさせていただきます。 

毎年冬になりますと、ニュースなどで、インフルエンザ、肺炎、ノロウイルスが流行している旨の話題が 

多くなります。これは、気温が下がることで、ウイルスや細菌は低温、低湿度を好むため長く生存するよ 

うになり、空気が乾燥すると咳やくしゃみの飛沫の飛ぶ範囲が広くなり、夏に比べると水分を取らないこ 

とで乾燥し、体が冷え、寒さなどで免疫力が落ちている人たちが多く感染することで、流行するそうです。 

この時期、ウイルスに感染しないようにするには、マスク着用と手洗い、うがいすることに効果があり、

石鹸を使った手洗いについては、1日 5回以上すると、ウイルスが 3割程減り、10回以上すると 5割程度 

減るといわれているので人と会った後、トイレの後、調理・食事前後などにしっかり手洗いすることを意 

識してみましょう。 

また、寒さで体が冷えると、ウイルス感染しやすくなる以外にも、自律神経のバランスも崩れやすくな

り、自律神経が乱れると、血管が収縮し、 血行が悪くなり、常に末梢が冷えたり、血圧が上昇したりし 

ます。 

体を冷やさないようにする対策としては、適度な運動、ビタミン A,B,Eを多く摂ることができる食事を 

しっかり取ること、生活リズムをあまり崩さず生活することが良いそうですので、それらを意識していた 

だきながら、寒い時期を乗り切り、来年にむけて元気に、健康な体を維持いただければと思います。 

寒暖差の激しい時期ではございますが、会員様におかれましては、お身体にはご留意いただき、ますま 

すのご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

 
 

〇令和６年度安全衛生表彰式のお知らせ 

日時 令和６年１１月２６日  

午後２時００分～ 

場所 赤羽会館小ホール 

    （１）表彰式 

    （２）特別講演 

         「職場における感染症対策」 

 



（１４）第２５８号                                 王子労基協会報 

   

  
 



王子労基協会報                                   第２５８号（１５） 

 

  



（１６）第２５８号                                  王子労基協会報 

 

   


